
能登半島地震等による建物被災状況 1

○輪島市[最大震度７]

○能登町[最大震度６強]

○穴水町[最大震度６強]

○七尾市[最大震度６強]

○羽咋市[最大震度５強]

• ８市町全体では、被災した建物のうち、約半数の建物が全壊または半壊した。
• 奥能登地域の輪島市・珠洲市・穴水町では、全壊または半壊した建物の割合が50%を超えて高くなっており、能登半島南

部の中能登町・羽咋市では、全壊または半壊した建物の割合が低い。

罹災証明（輪島市R6.8.16、珠洲市R6.6.4、能登町R6.12.31、穴水町R6.5.20、七尾市R7.2.5、志賀町R7.1.29、中能登町R6.7、羽咋市R6.7.1時点）を基に作成
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合 計

○志賀町[最大震度７]

○中能登町[最大震度６弱]

○珠洲市[最大震度６強]
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能登半島地震等による建物被災状況

• 建築構造別では、木造の被災棟数が多く、全壊または半壊の割合も高い。
• 建築年代別では、旧耐震基準の昭和56年以前に建てられた建物の被災棟数が多く、全壊または半壊の割合も最も高い。
• 住家・非住家別では、非住家の方が全壊または半壊の割合が高い。

■建築構造別建物被害状況（７市町計※） ■建築年代別建物被害状況（７市町計※ ）

■住家・非住家別建物被害状況（５市町計※ ）

※中能登町の建築構造別に関するデータなし ※中能登町の建築年代別に関するデータなし

※輪島市、能登町、中能登町の住家・非住家に関するデータなし

被災棟数

被災棟数

被災棟数

罹災証明（輪島市R6.8.16、珠洲市R6.6.4、能登町R6.12.31、穴水町R6.5.20、七尾市R7.2.5、志賀町R7.1.29、中能登町R6.7、羽咋市R6.7.1時点）を基に作成
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